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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　公営企業債（第一号）
　第一号は、地方公共団体の経営するいわゆる公営企業に要する経費の財源とする場合である。地方公営企業は、地域住民の福祉を増進するために経営されるものであるから、営利を主たる目的とする私企業とは異なるものであるが、企業であるという特性から、その投下資本等に要した資金も営業活動を通じて回収していくという性格を有しており、企業債の活用は地方公営企業経営の当然の前提となっていると考えて差し支えないと考えられる。　「公営企業に要する経費の財源」となる場合とは、公営企業の建設、拡張等の建設に要する経費の財源とする場合のみならず、経営が軌道に乗るまでの間の運転資金等の不足を補うための財源として地方債を発行する場合の含まれると考えられるが、後者のような地方債も租税を担保として有利な条件で借り入れることができるものであり、こうした地方債が安易に借り入れられることにより放漫な経営をもたらすことがないよう、現在は、公営企業の建設、拡張等に要する経費以外の経費に充てるための地方債の発行は、運用上極めて限定的にしか許可されていない。
　出資債及び転貸債（第二号）
　第二号は、「出資金及び貸付金の財源とする場合（出資又は貸付けを目的として土地又は物件を買収する経費の財源とする場合を含む。）」である。出資金及び貸付金について地方債を認めているのは、出資金はその出資による権利が当該団体に留保され資本的価値が存在していることや出資による便益がその間は継続すること等に着目したものであろう。また、貸付金はその元金が回収されることとなっており、当該回収金をもって地方債の元金も償還されることを予定しているものであるからであろう。なお、出資又は貸付けを行う場合の相手方については、法律上は特に制限はない。
　借換債（第三号）
　第三号は、「地方債の借換えのために要する経費の財源とする場合」である。借換えのために発行する地方債は、すでに借入済の地方債を償還するために借り入れる地方債であり、はじめに地方債をもって財源とすることが認められている以上、その借換えについて発行を制限する理由は乏しく、新たな債務を負うものではないという意味で適債事業とされているのであろう。ただし、当該地方債を財源として建設した公共施設又は公用施設の耐用年数を超える借換えはできないこととされている（地方財政法五の二本文及びただし書）。また、地方債の償還年限を短縮し、又はその償還年限を延長せず、かつ利息の定率を高めないで借りかえる場合には許可は要しないこととされている（「地方自治法施行令第一七四条の規定による地方債の許可に関する件」（昭和二二年七月一日内務・大蔵省令第五号）第二条第六号）。
　災害復旧事業債等（第四号）
　第四号は、災害により臨時に巨額の資金需要を生じた場合に、財政上の応急措置として負担を後年度に繰り延べることを認めたものである。大きな規模の災害が生じた場合には、当該地域の財政支出が大きく膨れあがることが予想されるが、その一方で、当該地域の財政収入も減少することが通常であり、このような不測の事態に備えて積み立てられる基金にも財政規模や住民の負担の世代間の公平等の観点から限度があるからである。「災害応急事業」とは、災害を受けた際等に流失橋梁の応急仮設等被害を受けた公共施設や公用施設について、本格的な復旧が行われるまでの間の暫定措置として施行する事業であり、「災害復旧事業」とは、被害を受けた公用公共用施設を原型に復旧し、又は従前の効用にまで回復するための事業、「災害救助事業」とは、収容施設の供与、生活必需品の供与等の救助事業であり、基本的に災害救助法に定める救助事業と範囲を同じくすると考えてよいであろう。ただし、現実の運用上、「災害救助事業」については、 災害対策基本法第一〇二条の適用がある場合や阪神・淡路大震災のような、当該災害の影響が大きい場合に、災害救助法に基づく事業など国庫補助金又は国庫負担金の交付を受けて地方公共団体が行う水防対策、  災害救助対策、伝染病予防対策、病虫害駆除対策、農作物種子対策、湛水排除対策等の地方負担に充てる場合に限り、地方債の発行が許可される扱いとされている。また、この場合においては、「災害旧事業」、「災害応急事業」、「災害救助事業」の外、「地方税、使用料、手数料等の減免によつて生ずる財政収入の不足を補う場合」についても、地方債の発行が許可される。
　建設地方債（第五号）
　第五号は、普通税の税率がいずれも標準税率以上である地方公共団体において、戦災復旧事業費及び学校その他の文教施設、保育所その他の厚生施設、消防施設、道路、河川、港湾その他の土木施設等の公共施設又は公用施設の建設事業費並びに公共用若しくは公用に供する土地又はその代替地としてあらかじめ取得する土地の購入費（当該土地に関する所有権以外の権利を取得するために要する経費を含む。）の財源とする場合である。
　公共施設及び公用施設の建設に要する経費は、相当に多額なものとなるのが通例であるが、その施設の建設事業のために要する経費が団体の財政規模に比して大きいにもかかわらずその全てをその年度の租税収入に頼ることは、施設建設時の住民に対して著しい負担を課する結果となってしまうが、一方で、これらの施設の建設は、後年度にわたって効用を及ぼすものであることから、その負担の一部を地方債の発行によって後年度に繰り延べることは、こうした当該年度の負担を軽減するほか、当該施設利用する世代間の負担の公平を確保することにも資すると考えられるのである。また、公共、公用施設は、その地域の経済活動の基盤ともなるものでありその建設によって、経済基盤が強化されて担税力が強化されるという面もあるので、資本の投下としての意味も考えられる。
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